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　「
和
讃
の
お
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　
真
宗
大
谷
派
　
鍵
役

　
　
　
　
　
　
　
　
宣
心
院
　
大
谷
　
暢
文

『
現
世
利
益
和
讃
（
十
四
）』

無む
げ
こ
う
ぶ
つ

碍
光
佛
の
ひ
か
り
に
は

　
無む

し
ゅ数
の
阿
弥
陀
ま
し
ま
し
て

　
化け

ぶ
つ佛
お
の
お
の
こ
と
ご
と
く

　
真
実
信
心
を
ま
も
る
な
り

（
無
碍
光
佛
の
お
ひ
か
り
に
は
、
無
数
の
阿

弥
陀
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
阿
弥

陀
さ
ま
が
、
そ
の
お
姿
を
教
化
す
る
仏
さ
ま

に
変
え
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
化
す
る
仏

さ
ま
方
が
真
実
信
心
を
得
た
念
仏
す
る
者
た

ち
を
お
護
り
に
な
る
の
で
す
。）
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発
行
　
真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
北
区
東
天
満
一
ー
八
ー
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

電
　
話
　
六
三
五
一
ー
三
五
三
五

代
表
者
　
輪
　
番
　
武
宮
　
信
勝

　
こ
の
ご
和
讃
も
、
前
回
と
同
じ
く
『
観
無

量
寿
経
』に
依
っ
て
い
ま
す
。
真
身
観
の「
円

光
の
な
か
に
お
い
て
、
百
万
億
那
由
他
恒
河

沙
の
化
佛
ま
し
ま
す
」
と
、
普
観
の
「
無
量

寿
佛
の
化
身
無
数
に
し
て
、
観
世
音
・
大
勢

至
と
と
も
に
、
つ
ね
に
こ
の
行
人
の
所
に
来

至
し
た
ま
ふ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
無
数

の
阿
弥
陀
さ
ま
の
化
身
が
「
行
人
の
所
に
来

至
し
た
ま
ふ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
行
人

こ
そ
が
真
実
信
心
を
得
た
念
仏
者
で
す
。
つ

ま
り
、
真
実
信
心
を
得
た
念
仏
者
の
下
に
す

ぐ
さ
ま
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
絶
え
ず
護
っ
て
く

だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
経
典
の
中
で
阿
弥
陀
さ
ま
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
言
葉
で
表
さ
れ
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
ご
和

讃
の
中
で
も
「
無
碍
光
佛
」「
ひ
か
り
」「
無

数
の
阿
弥
陀
」「
化
佛
」
と
あ
り
ま
す
。
単

に
「
阿
弥
陀
さ
ま
」
だ
け
で
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、よ
り
一
層
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
お
力
を
私
た
ち
に
知
ら
せ
る

た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
も
の
表
現
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
で
も
妻
か
ら
は
「
あ
な
た
」

と
言
わ
れ
、
子
供
か
ら
は
「
お
父
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
会
社
に
行
け
ば「
課
長
さ
ん
」

な
ど
と
役
職
で
呼
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

同
じ
人
間
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
る

こ
と
で
、
そ
の
人
の
立
場
や
役
割
が
よ
り
具

体
的
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
阿
弥
陀
さ
ま
の
場
合
も
、「
無
碍
光
佛
」

と
い
う
場
合
に
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
力
が

何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
表
さ
れ

ま
す
。「
ひ
か
り
」
と
い
う
場
合
に
は
、
阿

弥
陀
さ
ま
の
お
力
が
、
私
た
ち
に
届
く
様
子

を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
光
の
ご
と
く
、

一
瞬
に
し
て
満
遍
な
く
私
た
ち
に
届
く
わ
け

で
す
。「
無
数
の
阿
弥
陀
」
と
い
う
場
合
に

は
、
無
数
に
い
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
表
し
、「
化
佛
」

と
い
う
時
に
は
、
私
た
ち
を
直
接
教
え
導
い

て
く
だ
さ
る
あ
り
方
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
く
と
、
阿
弥
陀

さ
ま
を
、
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
六
月
の
法
座
・
行
事

　
　
　

　
　
　
十
日
・
同
朋
の
会
例
会
（
座
談
会
）

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
敎
應
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
部
　
智
宏
　
師

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
長
教
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
垣
　
洋
信
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　（
午
後
二
時
）

　　
　
十
二
日
・
闡
如
上
人
御
逮
夜
・
常
永
代
経
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
午
後
二
時
）

　　
　
十
三
日
・
闡
如
上
人
御
命
日
（
午
前
八
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
十
八
日
・
存
如
上
人
御
祥
月
御
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
午
前
八
時
）

二
十
三
日
〜
二
十
四
日

　
　
　
　
　
・ 

夏
の
御
文
法
要
（
午
後
一
時
半
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
満
別
院
輪
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
宮
　
信
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
二
十
四
日
・
正
信
偈
書
写
の
会
（
午
前
十
時
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
十
七
日
・
宗
祖
聖
人
御
逮
夜
（
午
後
二
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　 

　

　
二
十
八
日
・
宗
祖
聖
人
御
命
日
（
午
前
八
時
）　
　

※
今
月
の
定
例
法
話
は
夏
の
御
文
法
要
勤
修
の

為
、
お
休
み
で
す
。

　本店
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自じ
り
き力
の

　
御お
ん

は
か
ら
い
に
て
は

真し
ん
じ
つ実
の
報ほ
う
ど土
へ

　
生う

ま
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』　
　
　

天満別院ホームページ 　http://www.tenma-betsuin.jp 天満別院ホームページ 　http://www.tenma-betsuin.jp

　
私
ご
と
で
す
が
、
先
日
兼
ね

て
か
ら
お
付
き
合
い
し
て
い
た

彼
女
と
結
婚
、
入
籍
い
た
し
ま

し
た
。
改
め
て
自
分
た
ち
は
多

く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
、
御

本
尊
を
中
心
と
し
た
六
字
城
の

生
活
を
大
事
に
営
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
河

編　集　後　記

♦
敬
弔

　
生
前
の
徳
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

　　
法
　
　
名
　
　
無
上
院
釋
安
立
　
　
　

　　
俗
　
　
名
　
　
川
地
　
辰
弥
　
　
　

　　　
四
月
二
十
六
日
寂
　
　
　
享
年
七
十
二
歳

今
月
の
法
語

　
※
皆
様
、
是
非
一
度
、
天
満
別
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。



—3— 2018 年（平成 30 年）6 月 1 日　　　　　 —2—　　　　　　2018 年（平成 30 年）6 月 1 日

　
　
　

♦
獅
子
吼
の
会 

連
続
法
話
の
会

　
左
記
の
通
り
現
代
法
話
研
究
会 

獅
子
吼

の
会
主
催
の
連
続
法
話
の
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　日
　
時
　
六
月
五
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
〜
午
後
六
時

　
　
会
　
場
　
天
満
別
院
　
本
堂

講
　
題
・
講
　
師
　

　
　
　

　
　
第
一
九
五
条

　
　
　「
人
の
わ
ろ
き
事
は
、」

　
　   

三
好 

泰
紹 

師（
泉
大
津
市
・
蓮
正
寺
）

　
　
第
二
一
三
条

　
　
　「
心
得
た
と
思
う
は
、
心
得
ぬ
な
り
」

　
　
　
稲
垣 

洋
信  

師
（
淀
川
区
・
長
教
寺
）　
　

　
　
第
二
三
九
条

　
　
　「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
主
に
な
る
」

　
　
　
廣
瀬 

俊  

師
（
東
大
阪
市
・
法
觀
寺
）

 

　
　
第
二
四
四
条

　
　
　「
五
劫
思
惟
の
本
願
に

　
　
　
　
　
　
　
す
ぎ
た
る
こ
と
は
な
し
」

　
　
　
山
雄 

竜
麿  

師
（
堺
市
・
以
速
寺
）

参
加
費
　
入
場
無
料

♦
夏
の
御
文
法
要

　
左
記
日
程
の
通
り
夏
の
御
文
法
要
を
勤
修

い
た
し
ま
す
。
　
　
記

日
　
時 

　  

六
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日 

　
　
　
　   

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
勤
行

会
　
場
　    

天
満
別
院
　
本
堂

法
　
話
　
　
天
満
別
院
輪
番
　
武
宮
　
信
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
本
願
寺
八
代
目
の
蓮
如
上
人
は
、
真
宗
の

教
え
を
手
紙
の
形
で
人
々
に
伝
え
ひ
ろ
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
御
文
と
い
い
ま
す
。
特

に
明
応
七
年
の
夏
季
に
書
か
れ
た
四
通
は

「
夏
の
御
文
」
と
呼
ば
れ
、「
ね
ぶ
り
（
眠
）

を
さ
ま
し
て
ね
ん
ご
ろ
に
聴
聞
候
へ
」
な
ど

聞
法
精
進
を
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

♦
前
合
祀
墓
跡
地

  

三
月
よ
り
新
し
く
建
碑
さ
れ
ま
し
た
合
祀

墓
の
納
骨
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で

合
祀
墓
が
あ
っ
た
場
所
に
は
、
先
日
、
武
宮

輪
番
と
矢
裂
用
務
員
の
手
に
よ
っ
て
今
は
花

壇
と
な
り
、綺
麗
な
お
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

◆
門
徒
会
総
会
の
ご
案
内

　　
二
〇
一
八
年
度
天
満
別
院
門
徒
会
総
会
を

左
記
の
日
程
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
尚
、
総

会
終
了
後
、懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

                           

記

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
総
会

日
　
時
　
　
六
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
よ
り
　

場
　
所
　
　
天
満
別
院
　
一
階
講
堂

　
　
　
　
　
　
懇
親
会

場
　
所
　
　
日
本
料
理
　
楽
待
庵

　
　
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

　
　
　
　
　
　
　
　    

一
ー
七
ー
三
十
一

　
　
　
　
　
　
　  

O
M
M
ビ
ル
二
十
一
階

時
　
間
　
　
午
後
五
時
半
よ
り

会
　
費
　
　
六
千
円

　
門
徒
会
会
員
の
方
々
に
は
、
ご
案
内
の
お

手
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
ご
確
認
の
う

え
、
ご
返
送
頂
き
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

「
愚
か
な
る
者
へ
の
う
な
が
し
」

　
　
　    

輪
番
　
　
武
宮
　
信
勝
　
　

　
こ
の
頃
、
新
聞
は
ほ
ぼ
毎
日
の

よ
う
に
「
森
友
学
園
」・「
加
計
学

園
」・
日
大
生
の
ア
メ
フ
ト
「
負

傷
事
件
」
等
に
関
わ
る
記
事
が
紙
面
を
覆
っ

て
い
る
。
何
が
真
実
な
の
か
が
不
透
明
な
事

柄
に
対
し
国
民
全
体
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
朝
日
新
聞
「
川
柳
」
欄
に

・
真
実
は
言
葉
の
隠
れ
ん
ぼ
　

　
　
　
　     (5/26 

神
奈
川
、
北
村
純
一)

・
堂
々
と
ウ
ソ
の
言
え
る
人
の
多
い
こ
と
　
　

　
　
　
　
　  （5/25 

奈
良
、
木
村
美
津
恵
）

・
二
十
歳
に
劣
る
覚
悟
の
違
い

　
　
　
　
　
　  （5/25 

千
葉
、
栗
山
寿
梨
）

        

　
数
年
前
の
『
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
』
に
「
愚

と
は
深
い
知
性
と
謙
虚
さ
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
を
想
い
出
し
ま
し
た
。
愚
者
に
帰
る
こ

と
は
な
か
な
か
至
難
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
私

に
「
何
と
あ
な
た
は
愚
か
な
る
者
ぞ
！
」
と

言
い
当
て
て
く
だ
さ
る
お
方
に
遇
わ
な
い
限

り
目
覚
め
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
　
　
　

　
そ
の
お
方
こ
そ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
名

告
っ
て
お
ら
れ
る
阿
弥
陀
さ
ま
で
す
。
何
故

人
は
自
分
の
あ
や
ま
ち
を
素
直
に
認
め
な
い

の
で
し
ょ
う
か
ね
ぇ
。
認
め
れ
ば
認
め
た
な

り
に
相
手
か
ら
責
め
ら
れ
、
認
め
な
け
れ
ば

そ
れ
な
り
に
攻
め
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て

も
「
業
」
の
し
が
ら
み
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
報
道
に
あ
る

様
々
な
事
象
を
客
観
的
に
他
人
事
の
よ
う
に

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
底
に
流
れ
て
い

る
「
業
」
の
あ
ら
わ
れ
を
自
分
の
事
と
し
て

感
受
す
る
と
、
他
人
事
で
は
な
い
我
身
を
知

ら
せ
て
く
だ
さ
る
（
権
化
の
仁
）
こ
と
に
な

る
ご
縁
と
も
な
り
ま
す
。

　
覚
如
上
人
の
『
口
伝
鈔
』
に
「
ま
ず
凡
夫

は
、
こ
と
に
お
い
て
、
つ
た
な
く
、
お
ろ
か

な
り
。
そ
の
奸
詐
な
る
性
の
実
な
る
を
う
ず

（
埋
）
み
て
賢
善
な
る
よ
し
を
も
て
な
す
は
、

み
な
不
実
虚
仮
な
り
」（
真
宗
聖
典p.470

）

　（
阿
弥
陀
さ
ま
は
、
私
を
凡
夫
の
身
と
言

い
当
て
て
お
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
身
体
に
し

み
こ
ん
で
い
る
煩
悩
に
よ
っ
て
、
欲
や
怒
り

腹
立
ち
妬
み
の
思
い
が
止
む
こ
と
の
な
い
私

は
、
な
ん
と
愚
か
な
者
で
あ
り
ま
す
。
嘘
や

計
略
で
人
を
お
と
し
め
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ

を
隠
し
て
、
ま
こ
と
し
や
か
に
ふ
る
ま
う
事

は
、
見
せ
か
け
だ
け
も
っ
と
も
ら
し
く
見
せ

る
、
偽
り
の
姿
で
す
。）　
　
意
訳
　
輪
番

の
お
言
葉
を
真
摯
に
い
た
だ
か
ね
ば
と
、
痛

感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◆
報
恩
講
習
礼
の
ご
案
内

　　
こ
の
度
、
天
満
別
院
で
は
大
谷
暢
裕
門
首

後
継
者
御
参
修
の
も
と
報
恩
講
が
厳
修
さ
れ

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
教
化
委
員
会
法
要

部
会
主
催
に
よ
る
報
恩
講
習
礼
を
左
記
の
日

程
で
開
催
致
し
ま
す
。
対
象
者
は
得
度
を
受

式
さ
れ
た
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
で
き
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

日
　
時
　
七
月
十
二
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
〜
午
後
七
時

　
　
　
正
信
偈
（
句
切
）
習
礼
及
び
心
得

　
　
　
　

　
　
　
　
八
月
四
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
〜
午
後
七
時

　
　
　
巡
讃 

内
陣 

出
退
の
習
礼
及
び
心
得

　
　
　
　
九
月
二
十
七
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
〜
午
後
七
時

　
　
　
出
退•

巡
讃
の
習
礼
及
び
確
認
　

場
　
所
　
天
満
別
院

お
申
し
込
み
は
天
満
別
院
寺
務
所
へ

F
A
X
、
又
は
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

天満別院ホームページ 　http://www.tenma-betsuin.jp天満別院ホームページ 　http://www.tenma-betsuin.jp

輪番雑感


